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画の中で行われている発音矯正―母音 [ei] や子音 [h] 音―トレーニング
を実体験させる。
（3）標準発音を知る。（発音矯正以後の発音）
標準発音習得時の主人公の発音を聴かせ、その違いを話し合わせる。
英語母語話者の間に多様な発音パターンがあることをどう考えるか、社
会的な階級と発音の違いについて気づかせる。
（4）標準発音に対する周囲の人の変化を知る。
標準発音習得後の主人公や周囲の変化を認識する。
発音の矯正訓練が済んでから、主人公の発音がどう変化したのかを再認
識させる。
発音の変化によって、主人公への周囲の人たちの変化はどう変わったか
を考える。
以上の段階的な指導手順によって、映画を単に鑑賞するだけではなく、イギ
リスにおける標準英語とはどのような発音であるかを理解することができ、
発音矯正特訓の実践を通して、英語学習への動機づけを確かなものにするこ
とができる。
結論としては、映画を用いた指導法により、学習者は発音と社会階級の関
連性に「気づき」、状況に応じた適切な発音で、コミュニケーションを図る
社会言語的能力を高めることができるとした。
